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６月14日に両委員会を開催し、令和６年11月までの活動方針を協議しました。

新規課題の検討

執行部からの前期課題の報告

行政・病院事業改革
特別委員会

地域活性化・害獣・防災対策
特別委員会

特別委員会報告

委員長：小田貞利　副委員長：吉村　忍

委　員：山中正樹、白鳥法子、新田健介、久保雅己、荒川政義

委員長：田中豊文　副委員長：岡﨑裕一

委　員：栄本忠嗣、竹田茂伸、山根耕治、吉村　忍、尾元　武
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＊郵便局との包括連携協定＊

＊災害時協力井戸＊

＊入札制度のあり方＊

＊町職員の人材育成＊

＊町立保育所及び小学校の再編＊
　「出張所での行政サービスの維持」を目的と

した出張所業務の外部委託は、郵便局との協議

を加速させ、今年度中の包括連携協定の締結を

目指します。

＊空家対策＊
　危険な空家を減らすため、倒壊のおそれがある

などの特定空家の認定から着手して、指導・勧告

など法や条例に基づく処分を進めます。

　登録井戸の件数を増やすため、広

報誌、ホームページで協力を呼びか

けるとともに、平成30年の断水時の

協力者に直接呼びかけます。
＊非常時水源対策＊

　今秋、大規模断水を想定した訓練を行います。

　また、水源の無い地区の水源確保を模索したい。
＊地域公共交通＊

　町内の公共交通を取りまとめた時

刻表の作成、運賃体系の見直し方針

の検討、地域公共交通活性化協議会

の開催を進めます。

＊イノシシ対策＊
　重点対策地区（モデル地区）を設定・実践し、効果が

あった対策は他地区へ展開していきます。

　予定価格の事前公表や指名競争入札、一般競

争入札、指名審査会のあり方等を幅広く検討

し、提言します。

　グローバル社会に対応できるプロ意識を持つ

人材の育成について、幅広く協議を行います。

【委員会の方針】

自治会・集落の維持や活動継続のため

の方向性を共に考え、１つでも課題を

解決する施策を協議し、提言します。

  自治会・集落の課題

・役員の負担が大きく、なり手が少ない。

・高齢化により行事・活動等に支障が出ている。

・活動予算の不足。

◆町立保育所

　園児が10人を下回った場合は、閉所を

検討するという町の方針が示されてい

る、町内唯一の町立久美保育所の存続を

協議します。（現在の園児は８人です）

◆町立小学校（現在８校）

　現在、久賀地区は久賀の１校、大島地

区は三蒲・明新・沖浦の３校、東和地区

は東和の１校、橘地区は島中・安下庄・

浮島の３校です。

　地域別の出生数、地域性等を鑑み、旧

４町の枠組みや校区等にこだわらない統

合・再編について協議し、提言します。


